
｢　′

1

岩手県立中央病院

ふれあい

オーロラ　土井宏太郎画

【基相念】

高度急性期医療を推進する県民に信頼される親切であただかい病院

ー　目　次

わかりやすい胸部Ⅹ線画像の時代

ボランティアひまわり設立15周年に寄せて

｢ひまわり｣ 15周年に思うこと

薄務局の紹介

腰痛のはなし

身体も軽く､心も軽く

新しく起捌き舶台するリニアック

絵画のみ贈を受けて

患者摘足度凋森について

盛岡さんさ踊りを終えて

編集後‖己

副院長　佐々木康夫

副院庄　佐熊　　勉

ひまわり代表　竹花　昭子
丁好務局長　千♯　雅弘

整形外科良　松谷　亜匝

リハビリテーション科　地舘　美`ギ

放射線治療宰lfi　松岡　祥介

総務課長　佐藤　　明

石冶次長　及川　一枝

消化器外科医滋　井上　　宰

広報委Lnl長　日,岡　　理

※　広報誌｢ふれあい｣は1,7CO部を作成し､ LLTl.民､連携医療機胤行政機関等に岩手県立中央病院のrF.f報をお届けしています｡

-1-



わかりやすい胸部X線画像の時代
副院長･中央放射線部長　佐々木　康夫

胸部単純Ⅹ線写真は簡便に低被曝で撮影できることから患者負担も少なく､病気の発見から治療効

果判定まで広く利用されています｡しかし､わずかな病変の診断がわかりにくいために敬遠する向き

も多く､それが､ ｢何でもCT撮影｣をしてしまう要因の一つになっていると思われますoおかげで?､

当院のCTの件数は岩手医科大学よりもずっと多く､ダントツ一位です｡

胸部Ⅹ線写真の検出媒体がフイルムからデジタルに推移しても進歩したのは､画像保管効率の向上

図1

入院患者のポータブル軸( BS)を用
いたTS酉4　黒い陰影ガ■増悪､白い

陰Eガ■改善した鯉

と病変の検出の向上とネットワーク化くらいで､

病変の検出率の向上は得られていませんでした｡

しかし､ここ数年のデジタル画像処理技術進歩に

よって､胸部単純Ⅹ繰撮影が不得手としていた｢小

さいもの｣ ｢淡いもの｣もかなり良好に検出される

ようになって来ています｡代表的な技術には(Dダ

イナミックレンジ圧縮､ ②マルチ周波数処理, ③

経時的差分画像､ ④仮想グリッド, ⑤ェ

ネルギサブトラクション法や骨除去画像など

があります｡今回は､これらのいずれもが臨床的

な有用性の高い技術ですが､この度当院に導入さ

れる､TS, TSの画像処理ソフトについて以下に紹介

させてもらいます｡

経時的差分画像(TS: Temporal SubtractlOn)は病変コントラストを明瞭にするためにはき

わめて有用性が高い技術ですD TSは同一患者の現在画像から過去画像を減じて､両者に共通する解剖

学的構造を相殺することで､ある時間経過内に変化した病変のコントラストが強調されます｡今回当

院に導入されるClearRead-Compareは､シカゴ大学で開発された新技術で､胸部X線画像同士の差分

ではなく､骨除去画像(BS : Bone Suppression)同士の差分画像法です｡この方法は使用する画

像に骨陰影がないため､従来法よりも月動岳のコントラストが高く捕出されることが自験例でもわかっ
ています｡

このTSに使用する骨除去画像､すなわちBSは､通常

の胸部Ⅹ線画像のみならず､病棟のポータブル撮影にも

適応が可能であるので､ポータブル撮影や小児などの骨

陰影が読影の妨げになる画像診断に有用性がきわめて高

いことも次第に明らかになって来ています｡

以上､ご紹介したように､胸部単純Ⅹ線画像は､様々

な画像処理技術を応用すれば､臨床的に大切な技術です｡

当院でのTS, BSの運用開始は本年末を予定していま

すのでご期待下さい｡
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ボランティアひまわり設立15周年に寄せて
副院長･ボランティア委員会　佐熊勉

ボランティアひまわりが10月で設立15周年を迎えますo心よりお祝いを申し上げます｡

35名前後の会員の方々が､それぞれ外来案内班､小児病棟班､おはなしの-や班､環境国吉班､病棟支援

班､医学情報プラザひまわり図書室班に分かれて日常的に活動されています｡また､バザー､七夕コンサート､

クリスマスコンサートなどの行事､自己研鎖のための研修会･講習会や､学生のボランティア研修の受け入れ

などを行なっています｡

このような幅広い活動が全く自発的な意志から始まり､ 15年という長い年月にわたって続けられているこ

とは中央病院の関係者が皆敬意と感謝を寄せているところです｡入院した知人は病棟のひまわり文庫に慰めら

れ､また､外来通院の知人は患者さんに寄り添うオレンジ色のエプロン姿の人達の対応に感心していました｡

15年前に比べると病院の様子も大分変わってきました｡当時20日を越えていた平均在院日数が現在は12

日前後と短くなり､また社会の変化と呼応するように高齢の患者さんや介助を必要とされる患者さんが増えて

いる印象があります｡ 15年前にボランティアひまわりが発足したときにはなかったよ

うな悩みや困難を感じることもあるかも知れません｡患者さんにとってより良い医療

環境を整えて行けるように､病院はボランティアひまわりの皆さんの意見に耳を傾け､

さらに相互理解を深めて行ければと願っております｡

これからもよろしくお願いいたします｡

｢ひまわり｣ 15周年記念に思うこと

ボランティアひまわり代表　竹花　昭子

はじめに､私どもの活動に対して15年間､ご援助ご協力くださった多くの皆様にお礼を申しあげます｡

活動の陰には､たくさんの図書のご寄附､患者さまに差し上げる美しい絵を送って下さる方と私どもにポス

トカードの吉き方の指導して下さる先生･･･ 1 0年以上も継続されていますo　どんなに療養されている方々が

慰められていることでしょうかDバザーには多くの果物､野菜をいただきます｡活動の白金となっておりま

す｡また日本病院ボランティア協会､全国患者図書協会､その他多くの病院ボランティアの方々にご指導を

していただきながらの15年間でした｡

医療の半分は｢心｣であると何かで読みました｡手術室やI CUの医療処置は勿論病院の大きな使命です｡

しかし　病む方が病院の玄関にいらした時から医療の始まりと思っています｡毎日外来案内の活動はそこか

ら始まります｡

小児科でのお子たちのかかわり､お母さんとのかかわり､患者さまに､少しの時間のかかわりとその時の

笑顔･･･ ･･o院内いたる所の図書､そして患者さまとそのご家族に医療情報をとの目的である図古壷､院内の

植物と写至il ･絵の展示､至る所に｢ひまわり｣が関わっていますD

｢ひまわり｣の仲間は決して声高々に自分たちの活軌を話すことなく､何も求めず､街いもなく行ってい

ます｡

まだまだ､病院ボランティアについて一般の方々には認識されて

いないように感じます｡高齢化社会を迎えた今､この様な活動が多

くなることを望んでいます｡私たちも安心して医療を受けられる病

院を･-そう想いながらの活動をしておりますo
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事務局の紹介　　　　　　　　　　　　　　　事務局長千葉雅弘

事務局は､医師をはじめ看護やその他の職種､院内のスタッフが円滑に業務を進められるよう､いわゆる｢縁の下

の力持ち｣として､日々皆さんの業務のサポートを行っています｡病院の中では目立たない存在ではありますが､当

院における収入の確保をはじめ､種々の物品調達や経営分析等を行い､病院の経営を支える重要な部門であります｡

組織としては､総務課､医事経営課､業務企画室の3課室で構成されていますD

以下､各課室を紹介します｡

【総務課】

総務課は､病院における費用に関する管理部門として､職員-の種々のサポートをはじめ､院内における施設管理

や医療器械や物品の調達等を担当し､病r5品室常が円滑に進むよう努めています｡

《最近のトピックスか 

院内の和式トイレの洋式化を昨年度と本年度の2ヶ年に渡り実施していますo昨年度からの工事は6月に 

終了しましたD本年度の工事は10月に入札を行い､11月から工事を開始し､年度内には終了する予定ですo 

このことにより､院内のtイレの洋式化率は80%になりますo今後とも､院内の環境整備に努めて参りま 

す○ 

【医事経営課】

医事経営課は病院の収入に関する管理部門として､診療報酬の総括や施設基準等の届出､診療契約等を担当し収入

の確保に努めるほか､カルテの質の管理やがん登録等を担当し､診療における質の向上にも努めています｡

《最近のトピックスか 

｢院内案内図が分かりづらい｣の声を受けて､｢患者さんに分かりやすい案内図｣をモットーに平成26年 

度に1年をかけて｢手作り案内図｣を4月から1階､2階の外来フロアに掲示しましたo今後も病院利用者 

のサービス向上に努めて参りますロ 

【業務企画室】

実務企画室は､各係等はありませんがそれぞれの担当が､病院の経営分析･改善をはじめ､臨床研修､救急(災害)

医療､院内広報(年報､ホームページ含む)等､病院運営における種々の企画立案業務を担当するとともに､県立柄

院医学会や県内各地-の地域医療支援等(-き地支援含む)の業務を担当し県立病院のセンター病院としての役割発

揮に向けたサポートに努めています｡

特にも学会関係の企画では､今年度の日本医療マネジメント学会東北地方会学術集会､来年度の日本病院学会と2

ヶ年に渡り大きな学会を当院が担当することになります｡院内の皆様の絶大なる協力により2つの学会とも成功させ

たいと思いますのでよろしくお願いします｡

《最近のトピックス》 

9/25に平成28年度臨床研修プログラムマッチングの中間公表がありましたo当院の一一位希望人数は､券 

集定員19人に対して36人でしたoこれまでの各先生方の医学生見学時の対応等が今回の結果に結びついた 

のではないでしょうかもまだ最終結果ではありませんが､今後ともよろしくお願いしますo 
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腰痛のはなし

■

整形外科長　松谷　重恒

日本国内にはおよそ2800万人の腰痛患者がいると推計されています｡日本での自覚症状の状況､有訴者率も男

性では腰痛が第1位､女性では肩こりについで腰痛が2位となっており､その治療費や痛みに伴う就業困難に対す

る保障などの経済損失は､世界各国で社会問題となっています｡

腰痛は､痛みの原因が特定できる特異的月財前と､原因が特定できない非特異的腰痛に分けられ､非特異的月掛融ミ

約8割を占めています｡特異的腰痛の三大要因は､椎体の骨折､骨転移を含む葱性腫蛎､脊椎の感染症ですが､見

逃してほならないものとして大動脈癌などの血管由来､腎･尿路結石や婦人科､消化器疾患などの内臓由来などが

あり､なかには器質的な疾患がない場合に心因性の腰痛も挙げられ､慢性の腰痛で悩む方に抗不安薬が有効な例も

ありますo

治療は原因が特定できる落合はその疾患の治療を行い､明らかな原因がみられない場合には痛みに対する治療を

おこなうのが基本方針です｡腰痛の大きな原因として､腰部脊柱管狭窄症や腰椎椎間板-ルニアなどの脊椎由来の

腰痛がありますが､薬物療汝や運動療法､局所麻酉特IJを注射するブロックなどの保存療法で症状の改善が得られず､

歩行障害ほか生活に支障をきたす場合には手術療法が必要となることがあります｡著しい下肢の凍れや脱力､排壮

障害を伴う場合には病状が悪化していることがあり注意が必要です｡また近年の社会の高齢化により骨組挺症患者

が増加しており､骨の脆弱化から脊椎の骨折を起こすと神経の圧迫症状を伴うことがあるため､骨折予防を目的に

骨相彪症の治療も重要ですo

身体も軽く､心も軽く
～腰痛のリハビリとは?～　　リハビリテーション科理学療法土　地舘美雪

腰を良くするポイント 1.体を柔らかくする 

2.筋力をつける 

3.歩き方を身につける 

※これらを続けることが大切ですo 

1.柔軟体操 

l 

3.キレイな歩き方 

①片方の足を1歩後ろに引く. 

②軽く胸を張る. 

③そのままの格好で歩き出す. 

@2慧;三芸.'=芸,EZ 
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新しく起動開始するリニアック 放射線治療科　松岡祥介

岩手県立中央病院では平成27年9月1日より新しい放射線治痴装LlFJJ_の稼働を開始しました｡これは最新式の

外部照射装FFt (リニアック､体の外から放射線を照身ける装節､ Vanan社製､TrueBeam)で､東北で2番目

に導入されたものですo

放射線は日本では原爆､原発事故の影幣もあるためか悪い印象がありますが､医療ではなくてはないものです｡

日本では､欧米より少ないものの､ 4人に1人のがん患者さんが治癒､延命､または症状軽減を郎勺に放射線治

療を受けています｡ほぼ全身のがん病巣を対象にでき､患者さんの負担が少なく､様々な適応があります｡がん

患者､高齢者が増加している中､改めて重要視されていますo

放射線治療の歴史では､その発展のほとんどは機器の進歩によるものといえます｡現在､いわゆるピンポイン

ト照射と呼ばれる定位照射や､がん病巣の立体的形状に正確に照射するIMRT (強度変調放射線治療) ､そして

呼吸移動対策照射といった高精度放射線治療が行われていますが､この装掛まこれらの治療を今までよりも効率

的に行うことができますoより鮮明な放射根治嫉用画像(CTなど)の轍iZ､

絵画の寄贈を受けて

患者さんの位置､姿勢の正確な自動補正､呼吸運動のモニターを利用した照

射などが行え､また､定位照射ではごく短時間で照射を終えることができま

す｡これらの機能を駆使してがん病巣に限局した照射ができ､より多くの患

者さんに対して､より少ない副作用で､より多くのがん病巣を治すことが可

能となります勺

現在は種々の調整をしながらの運用ですが､今後､この装荷':を十分に活用

し､岩手県のがん治療に貢献したいと思っております〔

総務課長　佐藤　明

このたび､当院では日本画家の土井宏太郎様から絵画の寄贈をいただきました｡土井様は当院を受診してい

らっしゃいますが､同じように受診されている患者の皆様に少しでも励ましになっていただければ､とのお気

持ちから寄贈をいただきました｡

土井宏太郎様は､昭和39年に岩手大学特設美i'f科をご卒業され､宮古水産高校の教諭を経て､株式会社I

BC岩手放送に入社されました｡報道部でニュース番組の制作に携わり､ ｢おはよういわて｣や｢ニュースエ

コー｣などを手掛けられ､ディレクターを経て50歳の時に報道部長の職にてご退職されました｡

日本画は45歳の時に独学で学び描き始め､ 46歳から48歳まで河北美術展に出品し､蕗回､宮城県知事室耳

など多数受賞されましたo現在､公益社団法人日展､東京岩手美術会を発表の場としてご活躍中です｡

今回寄贈していただいた｢オーロラ｣ (出展時の題は｢極光｣)は日展で入Jl‡された作品です｡この作品を描

く際には､アメリカのアラスカ州アンカレッジ-飛行機で移動し､そこからフェアバンクス､さらにチヤタニ

カという小さな村-移動し､ 1週間滞在して描いたとのことです｡

今回､ 9月1日(火)午後3時から中央待合ホールにおきまして､

土井宏太郎様への感謝状贈呈式と絵画のお披露目を執り行いましたo

患者さんにおかれましては少しでも入院生活における癒しとして､

そして職員一同にとっても忙しい勤務の間にほっと一息をつける存在

として､皆で大切にしていきたいと思います｡
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H27年度アンケートによる入院患者さんの満足度調査結果
医療の質向上委員会では､平成27年6月1日～30日に退院時アンケート(退院患者: 1384名)を実施しましたo

アンケートにご協力いただいた患者さん･ご家族は486人(昨年度より99人増)でした｡ご協力ありがとうございました｡

1アンケート回答患者さんの特徴

3　職員の接遇についての結果
1 )アンケートの質問内容

①身だしなみは､好感がもてましたか　②挨拶･言葉遣いは丁寧でしたか　③説明は分かりやすかったですか
④お待たせしないようにしていましたか⑤質問しやすく､優しい雰囲気でしたか　⑥プライハ●シーの配慮をしていましたか

2)職種毎の結果

①医師･･･回答者の約90%がふつう以上の回答であった｡ ①～⑥全項目に対して不満が数名あった
②看護師･･･回答者の約90細くふつう以上の回答であったo ②～⑥に対して不満が数名あった
③薬剤師･栄養士･リハビリ･事務･･･不満の回答はなかった

4　意見欄の件数

記入件数　267件

感謝満足約180件
不満約65件
その他.22件

(感謝と不満の両方を記入していた場合は不満の件数とした)

5.意E日不;苗)の内容ーH26生唐とFSl様5つの力テゴrJ一にまとめてみました ■騒音 

足音を静かにしてほしい 
同室者の夜中のラジオ､イヤホンをつけるよう説明をお願いしたい 
蘭書者の樵等電話の詰責_配慮にかける(面会者の人数制限と青のトーンなど配慮の説E明がほしい( 

■設備 
【病室】 
部屋が暑い,空調が少し寒い.網戸は閉めておいてほしい､虫が入るo 
家族控室を増やしてほしいo駐車料金は､手術日だけでも110円にしてほしい 
エレベーターの待ち時間が長い 
テレビはBSも見れると良い 
【トイレ】 
旧式トイレを改造してほしい 
身障者トイレの汚れがあった.トイレの壁の汚れが気になったoトイレが汚い､臭いが気になったo 
伸座は三崇められると良い 

■接遇 医師が病室に来るときは､余裕を持ってきてほしいC白衣の前をはだけていたo 

看護師の大きな声が気になったo言葉遣いが雑だと思う○挨拶がない人がいるo 
担当看護師のネーム表示が様々､姓名を言わない看護師もいる 
午後14時からの検査なのに､朝から絶食は子供は不機嫌になるo朝食の時間を遅くするなど工夫と説明が必要 
カーテンを勝手に開けて入ってくる､一声かけてカーテンを開けてほしい 
入院中､何度も部屋が変わり､物が見当たらなくなり不安になった○患者の物も管理に気をつけてほしい 
治療中の大勢の話声､笑い声が絶えず聞こえていたo今､何を行っているのか説明があれば､安心と納得が行く 
リハビリがいつ来るかわからない時があった 
レントゲン桔師の対応が悪い(出入りの語遭ない_吉が小さい) 

■掃除 
活塙の方_風邪をひいている様子(痩,くしゃみ)でとても気になった 

喜一呈 

食事がまずいoご飯が少し硬すぎるD 
アレルギーの食品が入っていた妾があった 
*その他にも責重なこ意見をいただき､ありがとうございましたo今後もお気つきの点がありましたらお知らせくださいo 
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盛岡さんさ踊りを終えて　　　　　　　　　消化器外科医長井上宰

今年もあっという間に盛岡さんさ踊りの季節が終わりました｡今年の当院のさんさチームの報告

をいたします｡私は盛岡に来て8年目になりますので､さんさは8回目､太鼓リーダーになってか

らは4回目の出場となりましたoただ､毎年同じ苦労をしております｡太鼓初心者は毎年半分近い

数になるので､ 6月初めから練習を開始しないと､ 8月の本番に到底間に合いません｡週に2回く

らいのペースで勤務終了後に練習を行っていますが､夜勤や出張の方がいますので全員そろって練

習することはまず不可能です｡隊列表を作っておいても突然キャンセルがlLHて本番直前まで隊列は

変更を迫られます｡よって本番を迎えるまで､きれいに隊列を組んで踊りができるか海牛心配して

います｡本番後､ケーブルテレビの録画を見てどうにかまとまって踊れているのを確認しほっとします〕

本番前に病院前でもさんさ踊りを披宙しておりますD　さんさを見に行けない患者さんにも見ていただ

こうということでやっておりますが､入院している患者さんの中には病院前にも出られない方が多いか

と思います｡今年は一部の病棟で､小編隊を組んで病室内でもさんさ踊りを披指しました｡患者さんに

大変好評でしたので､来年も時間が許される限り､なるべく多くの病棟でさんさを踊ろうかと考えてお

ります｡

毎年､さんさ踊りが無事終えることができているのは､総務などの袈方さん達のご協力なしではあり

えませんo　いつもお疲れ様です｡来年以降もさんさが成功できますよう､出演者､要方さんも含めまし

て皆様ご協力よろしくお願いします｡

冗.X･×･××××××××××××××××××××××××××XXX×XXXXX)くさ3:×XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

編集後記
平成27年10月13日から当院のホームページが装いも新たにリニューアルいたしました｡より見やすくよりアクセスし

やすくURLも短くなり､できるだけ投新の正しい1F指臣の提供に努めてはおりますので､今まで以上に利用していただけた

らと思いますQ今回も当院業務企画室のお手製ですので､何かと目につく部分があるかもしれませんが至らぬ点､更新さ

れていない点などご意見をいただければと存じます｡さて､病院の玄関ホールには土井宏太郎様から寄贈されました日展

入rl7作品の｢オーロラ｣が展示されております｡絵画や音楽などの芸術作品は接していると何かこう､心を癌やしてくれ

るオーラを感じますo　もちろん､題材によってはプロパガンダに利用される三拝も無いわけではありませんが､芸術作品は

心が落ち着いて良いものですよね｡院内に展示してある写主zi:､絵画､植込み植物など､通院入院している患者さんの癒や

しになればと思っておりますので一度じっくりとご覧になられてはいかがでしょうか｡新しい発見があるかもしれません｡

××･×××××××××××××××××××××××××××.X･×･××.X XXX X XX 冗 X XX X 冗 XX X X XX X XX X X XX･××XX 冗

★おしらせ★

次回の鰹康.満座

蚊急について一内科と外科の見方一

日　時.11月14日(土)14時から

現　所　プラザおでって

入城無弾いて揃fJJ申込み不要

尼芋=:::=
台上Jlルプ巴色事78荒事生Iet用

iii岩手県立中央病院
〒020-0066　岩手Lr,7.盛｢L(J滞上田1-4- 1
'tLi'目方019-6531151 FilX 019-653-2528

http //wllW Chuo-hp 】p
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